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発行：筑穂交流センター 《休館日…第1・3日曜日》

～人権のはなし～

昨年㋅21日、SDGs「持続可能な開発報告書」の2023年版が発表されました。その結果、日本は166

カ国中21位、「達成済み」が二つという結果でした。

そのうちの一つが目標4「質の高い教育をみんなに」です。これは、早い時期から達成されたと言わ

れていました。憲法により初等教育が義務付けられ浸透していった成果だと言えます。喜ばしいこと

だと思うのですが、実情はどうでしょうか…？

2022年度、文部科学省の調査によると、小中学校を30日以上欠席した不登校の状態にある子ども

は、前の年度から約5万4000人（22％）増え29万9048人となり、10年連続で増加、過去最多となって

います。その理由の一つに、「いやがらせやいじめがあった」があります。「いじめ」は、命を危険にさ

らす可能性があるにもかかわらず、この10年間で最も多い数となってます。コロナ禍以来、学校の様

子が変わったり、教師不足により目が届きにくくなったりするなどの影響もあるかもしれません。

子どもたちのSOSに気づいたとき、学童・習い事など家庭と学校以外の子どもたちの居場所を増やし

ていくことや、いろいろな方法をもって子どもたちと向き合うことで、子どもたちの命に関わる問題をま

わりのおとなたちでしっかりと受け止めていく必要があると言えます。

「日本」や「全体」という大きな括りでは見えにくいことはたくさんあります。わたしも地域の中の一人

として自分なりにできることを探し、子どもたちの役に立てるおとなになれたらと思います。

元気に学校に通う子どもたちの笑顔が、この先もずっと続いてくれることを願うばかりです。

NPO法人人権ネットいいづか 矢 野 文

【桑曲の「良ちゃん」からのプレゼント

～内野小6年生に目覚まし時計が寄贈されました～】

久家泰之さん（名古屋市在住）が、母校である内野小学校を訪問、今春の卒業生である6年生6

人に目覚まし時計を贈りました。

内野小の6年生に久家さんが卒業祝いの目覚まし時計を贈るのは今年で9回目となります。平

成27年に57歳で他界した実弟（久家良介さん：愛称「良ちゃん」）が生きた証を残したいと思い、飯

塚市（特別支援学級）に寄附金、そして、良ちゃんの母校でもある内野小学校の卒業生児童に時

計の寄贈を続けています。

高校1年の時に交通事故に遭い、生死をさま

よった後に右半身麻痺などの心身のハンディ

を負い、その後も力強く生きて人生を全うした

「良ちゃん」。教室で6人の児童に「良ちゃん」の

ことを話した久家さんは、良ちゃんに代わって

「卒業おめでとう」のことばと、中学、高校、大人

へと成長していく過程で見聞を広めていってほ

しいという思いを届けました。

新 筑穂交流センター係長 永芳 太一

陽春の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。この度、4月1日

の人事異動により、筑穂交流センター係長に就任いたしました永芳 太一（ながよし たいち）と申

します。 私は、平成11年に合併前の筑穂町役場に入庁し、前回は、筑穂支所経済建設課から本

庁へ異動となり、３年ぶりに戻ってまいりました。

生涯学習、文化活動、そしてまちづくり活動拠点としての交流センター係長の仕事を任されること

になり、責任の重さに身の引き締まる思いであります。

慣れない業務に不安もありますが、筑穂地区の一層の発展のために、自分にできることを精一

杯務めさせていただきますので、筑穂交流センター及び職員に対します皆様のご支援・ご協力をお

願い申し上げます。

前 筑穂交流センター係長 山本 龍一
この度の人事異動により、筑穂交流センターから本庁に異動することになりました。

昨年度は、コロナ禍もおさまりを見せる中で多くの催し物も復活し、筑穂地域にとっても新たな一歩

を踏み出したと感じております。

今後とも、人と人とのつながりや、様々な活動、その思いが、地域の特色を生かした、筑穂のまち

づくりにつながっていくことを願っています。

今後とも、筑穂地区の発展を応援させていただきたいと思います。ありがとうございました。

前 職員 遠藤 幸人
この度、4月1日付で異動することになりました。

筑穂交流センターに配属された当時は、どうなるか不安でしたが皆さまのご指導とご協力のおかげ

で２年間充実した日々を送ることができました。

筑穂地区の皆さまの更なるご活躍とご多幸を祈念いたします。ありがとうございました。

４

新 職員 山下 美香代
はじめまして

４月より筑穂交流センターでお世話になります、山下美香代（やました みかよ）と申します。

不慣れなことばかりで不安もありますが、筑穂地区のために精一杯務めさせていただきますので、

皆様のご支援、ご協力の程よろしくお願いいたします。



　

ニュースポーツを一緒に楽しみましょう！
★ファミリーバドミントン・その他

参加無料

【飯塚市総合体育館】

日 時 5月13日（月） 19時30分～

【筑穂体育館】

日 時 5月 7日（火） 19時30分～

★グラウンドゴルフ

参加費 100円

【穂波グラウンド】

日 時 5月14日（火） 19時～

参加事項

①誰でも参加できます。事前申し込みは不要です。

②実施時間の変更・中止等になる場合はホーム

ページで お知らせいたします。

③発熱等の症状がある場合は、参加をご遠慮くだ

さい。

④競技中のケガについては、参加者様ご自身の保

険で対応をお願いします。

◎問合せ先 飯塚市役所 スポーツ振興課

電話22-0380(内線：2422)

筑穂はフラバー
ル、その他だ

今年度も下記の通

り全10回で講座を予

定しております。

＜遠くへとばそう！紙ヒコーキ大会＞
3月30日（土）に開催した紙飛行機大会の様子です。

みなさんで紙飛行機を作って遠くに飛ばすか、長い

時間飛ばすかを競い合いました。

大会後はみなさんでカレーを食べて交流を深めました。

参加された90名以上の児童のみなさん、協力してい

ただいた学童の先生方、紙飛行機の折り方を教えてく

ださった福岡県青少年育成県民会議の講師の方、あ

りがとうございました。

（主催：筑穂地区青少年健全育成会）

★

廃食用油の

回収について

★

令和6年5月1日より、

廃食用油回収BOX

が筑穂交流センター

に設置されます！

家庭にて発生した廃

食用油を、食用油の

入っていた容器やペッ

トボトルに入れてお持

ち寄りください。

事業所(飲食店等)で

発生した廃食用油は

回収できませんのでご

注意ください。

回収した廃食用油は

塗料などに再利用され

ています。

廃食用油の回収にご

協力いただきますよう

お願いいたします。

＜キューピーみらいたまご財団助成事業＞

「食育キッズ講座」参加者募集中！！

無農薬で野菜を育て、その野菜を使った調理を体験しませんか。
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募集対象・定員 飯塚市内の幼児（3歳以上）・小学生、保護者（代理も可）

定員20名 ※全てのプログラムに参加できる方

場 所 飯塚市庄内生活体験学校（〒820-0111 飯塚市有安958番地1）

日 時 5月25日、6月22日、7月27日、8月24日、9月28日、10月26日、11月23日、

12月21日、令和7年2月22日、3月22日 ※全て土曜日です。

9時30分から13時30分まで

内 容 野菜の播種、苗の植付、収穫、収穫した野菜の調理体験

※体験内容によって解散時間は変わります。

参 加 費 1名につき200円（食材費・教材費・保険代として）

申込方法 氏名・住所・連絡先を明記の上、電話・メールにてお申し込みください。

申込期間 令和6年4月20日から5月10日まで

※定員を超える申し込みがあった場合は抽選します。

問合せ先 飯塚市庄内生活体験学校（担当：原）

電話 0948-82-3188 FAX 0948-82-2780

mail taiken.sch@gmail.com

主 催 者 NPO法人体験教育研究会ドングリ

9   1月17日（金）

10   2月28日（金）

6 10月25日（金）

7 11月22日（金）

8 12月27日（金）

3   7月26日（金）

4   8月23日（金）

5   9月27日（金）

令和6年度

1   5月24日（金）

2   6月28日（金）

＜筑穂の星空見学会＞
3月23日（土）に開催した星空観測の様子です。

あいにくの天気でしたが、プラネタリウム（ステラシア

ター）による天文学の学習と、望遠鏡の使い方を学びま

した。

参加された児童のみなさん、保護者の方々、ありがと

うございました。

（主催：筑穂地区まちづくり協議会 教育部会）


